
 

 　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◆深沢本庁舎＆消防本部移転で災害時司令塔？
災害時の拠点を深沢に集めると松尾市長は言われているが①災害

時緊急対応道路がないのは致命的欠陥(周辺道路が狭い、緊急交通路
指定想定路＆第      1      次緊急輸送道路が繋がっていない  ) ② 移転予定地
近隣は地盤が緩く液状化の懸念③基礎地盤まで 27 ｍあり地盤不安
定④モノレールが運行不能になる可能性もある⑤柏尾川関連の洪水
浸水の懸念➡災害対策本部の場所としては問題がある。

◆沿岸部被災者は見捨てられる事になる！
鎌倉で想定される最大規模の「相模トラフ」地震時、沿岸部は津

波で破壊される➡救助・医療支援・炊き出し・瓦礫撤去など様々な
支援が一番必要なのは沿岸部➡深沢本庁舎が司令塔では自衛隊は横
須賀武山から来ますし、沿岸部の活動に困難が生じる事は明白。

沿岸部まで距離が遠い➡トンネルを抜けて沿岸部に行くには、が
け崩れなどで道路が寸断されたら救助に行けない➡関東大震災時に
鎌倉地域が陸の孤島状態になったのは歴史的事実。

能登半島地震で輪島が消火活動が思うようにできず、甚大な被害
になった事は記憶に新しいが、関東大震災時も長谷地域で火災が発
生して、全焼      102      戸と言う記録が残っている  。

そういった中で、平成      23      年に鎌倉消防署長谷出張所を閉庁  した
が、今度は鎌倉消防署と浄明寺出張所の      2      っを閉鎖  、雪ノ下に移転
する予定となっている。雪ノ下予定地は沿岸部から遠くなり、敷地
面積が非常に狭く車両が十分な台数置けない。

〇災害対策本部は何処が良い？候補地！
深沢本庁舎と消防本部をセットで移転して災害対策本部を１ヶ所

に限定したら、そこが使えない時どうにもならなくなる➡被災後の
破壊具合によって場所を選定する為に、複数拠点を考えておくべき。
① 生涯学習センター   (  ＋現本庁舎、福祉センター、鎌倉体育館  )  
② 七里ガ浜浄化センター  (  ＋小学校、高校、プリンスホテル  )  
③ 山崎浄化センター（＋武道館）
④ 大船消防本部(＋小中学校)
⑤ 旧野村総研跡地(キャンプ場に整備して避難所に)
⑥ 各学校施設は予備施設・避難所などとして全て候補

深沢の土地は遊水地防災運動公園に！

〇津波避難タワーは一部の人しか救えない
津波シエルター購入助成が現実的では？

◆鎌倉市議会議員長嶋竜弘(完全無所属)
第177号4期目44号(災害特別号)
稲村ヶ崎小学校→御成中学校→茅ヶ崎高校→和光大学→
さいか屋→東急ハンズ→西友→道の駅店長等
成中ブラスバンド部、自転車整備士有資格者
kamakurasi@gmail.com　
極楽寺２－６－１０－２０１
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